
伝道団体連絡協議会 

第３４回総会議事録 

 

日時 ２０１８年５月１１日（金）午後３時 ― 午後５時 

場所 ＯＣＣ ４１５会議室 

参加者 姫井雅夫（総動員伝道）、赤松清（新生宣教団））、小川政弘（福音ネッ

ト）、和気敏治（TPC）、福地麻美（日本国際飢餓対策機構）、加藤太郎（日本聖

書協会）、細川開（PBA）、林明敏（YWAM）、山崎龍一（お茶の水クリスチャンセ

ンター） 

出席 9団体 委任状 8団体 合わせて 17団体  

  

 

第１部 礼拝                       司会 赤松清 

賛美 見ゆるところによらず 

奨励 姫井雅夫師  

ペテロの第 2 の手紙 1 章 1―11 節 

 

祈祷 姫井師 

 

 

第２部 総会                        

議長選出                  議長 赤松清 

書記選出                  書記 福地麻美 

 

議案 

１．２０１７年度活動報告                 赤松清 

  別紙参照 

   

２．２０１７年度会計報告                 小川政弘 

別紙参照。 

追記事項： 

ONE HOPE と YWAM はすでに 2018 年度会費を支払い済み。 

 

広告費について 



伝団協の広告を４団体に 2 万で載せる予定だったが、実際は２団体になっ

た。（福音ネットと東京プレイヤーセンター） 

クリスチャン新聞に広告を載せた。 

サイト悪用の対応費 10 万を広告費に入れた 

 

３．２０１７年度会計監査報告               姫井雅夫 

     会計報告内で報告。 

追記事項： 

通信料が 83000 円の予算で実際は 4372 円だった。予算が高かったのはな

ぜか？一昨年前は伝団協フェスティバルをしたので告知のためにチラシを送っ

たことも一つ。調べてまたお知らせする。 

 

 全員一致承認 

 

 

４．２０１８年度活動計画案                和気敏治 

  別紙参照 

  追記事項： 

  ・ＨＰの利用促進、活性化について、誰が HP の作成、管理をしてい

ますか？ 

⇒ 今朝のみことばを姫井先生毎日アップしている。作成は PBA の

東さん。外部からの書き込みをブログのように使えるようになってい

る。 

東さんに説明書を作成してもらって、役員が管理や編集をできるよう

にする。 

責任者を決めて、後に決めてお知らせする。 

 

 ・機関紙の発行 

  年 2 回（6 月、11 月）を予定  1000 部印刷 

  各団体の教会向けの発送物に「協力」を入れてほしい。多くの教会に

「協力」を定期的に送ることによって、教会の理解を高めてゆきたい

と願っている。 

 

◯役員会からの提案事項 

 別紙参照 

 ・加盟団体が増えない理由が会費１万が高いことが考えられるため、会



費を半分に減らすことを提案。 

―もし団体が増えなかったら会費が理由ではない。そうしたら、どうする

か？声がけをしていく。 

 

  ・伝団協フェスティバルに地方団体が参加しにくいことがあり、実施しな

い。地方団体の退会も多い。 

全国に加盟団体もいるので、伝団協の PR パンフレットを作成し、多くの教

会に配布する。 

 

・役員名称 

―現在、赤松兄は役職名がなくて総務的な働きを担っている。なので、総

務という役職を作る。 

 

―総務の仕事内容は？ 

 赤松兄がやってきたこと、総会の案内、新年会の案内、機関紙作成、フェ

スティバルの企画、運営など。 

  

―常任役員とは？ 

 自由に見ていただく役員。役員会で話をする際、包括的に見る。 

 現在は TPC の和氣さん。役員会の参加など。総務の補佐などをする。 

 

総会では総務を作る、ということを決めて今後具体的な役割を決めていく。 

 

理想の組織： 

会長―会計 

    ―書記 

    ―総務―広報（機関紙、広告、ホームページ） 

          ―プロジェクト（新年会、フェスティバルなど） 

 

顧問―辻岡先生 会長の上か横 規約にはない 

 

  全員一致承認 

 

５．２０１８年度会計予算案                小川政弘 

   別紙参照  

   配布した資料が古いものだったので、新しいものを送る。 



  追記事項： 

 ―2019 年度は会費を５千円にするため、収入は 14 万。  

繰越 18 万。合計 32 万。 

パンフ作成は 2018 年度に作成すれば 2019 年は必要なくなる。 

広告費が減るので、その後も 32 万でもやっていける。 

 

―パンフ作成をして、安く配布できるのか？ 

発送費だけでもお金がかかる。 

知ってもらうために、どのように広告をするか考える必要がある。 

―ホームページの費用は無料。 

―教会と伝道団体を繋げる、というのが伝団協の役割。 

 

―今までの PRはどんなことをしてきたか？ 

昔、伝団協のパンフを作成し、フェスティバルで PRしたことがある。 

最近は、あまり PRをしていない。口コミが大きい。各団体の機関紙に載せ

るなどくらい。 

 

―他の国にも、伝団協のような組織はあるのか？あるなら、海外とも接点

を持って行くのも良いのではないか？国際交流も良いのでは？ 

 

―会費の費用を値下げしたら、その後値上げは難しいのでは？ 

―足りない年はイベントの参加費やブース出展費などでまかなう。 

 

全員一致承認 

 

６．その他 役員会からの提案事項 

  赤松兄が仕事、家族、体調等の理由で役員を辞める。 

代わりに日本聖書協会の加藤さんに後任をお願いする。 

 

全員一致承認 

 

 

 

閉会祈祷  和気敏治 

 

 


